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●会長スピーチ 会長 斎藤 清一郎
22日は滝川会員が開催に東奔西走された

勝山市制70周年記念のプロレスを観戦して
きました。ロータリー会員も多数観戦に来
られて、大変盛況のうちに終了しました。
その熱いプロレスが終わり翌日からは一

気に秋の雰囲気になり、我が家でもエアコ
ンを切って過ごしました。

このところ春や秋がなくて、夏と冬しかないような
気候になってしまいました。どうぞ体調管理に十分お
気を付けください。
本日申し訳ありませんが、14時から「（一社）全国

建設産業団体連合会 全国大会」が福井で開催され、
それに出席しなければならず早退させていただきます。

●出席報告 上山 弥一
9月24日 欠席1名 95.45％
9月17日 欠席3名 86.96％

●ニコニコ報告 山内 政司
届出欠席 多田慶一郎・笠松誠一・山本泰司
満員御礼ありがとうございました 滝川博則

●委員会報告

●青少年奉仕委員会 織田 昌弘
小中学生理科作品展の金賞の数が決まりました。奨学

生13人中学生5人です。10月8日に予定していました理科
研究発表ですが、都合により小学生の発表ができなくな
り、今は担当の先生の報告を計画しております。

●親睦ロータリー家族委員会 小林 達治
10月1日の親睦例会出発時刻を18：15にしたいと思いま

すのでよろしくお願いします。

●社会奉仕委員会 和田 耕三
10月20日(日)9：30～11：30 池ケ原湿原のヨシ刈りが

行われます。ご参加のほどよろしくお願いします。

●ＳＡＡ 幅田 浩二
10月の会場設営はＡグループとなりますのでお願いし

ます。
服装については当面の間クールビズを継続とします。

お礼 滝川博則会員
私事ですが、勝山市制70周年記念大日本プロレス勝

山大会を無事終了することができました。ロータリー
の皆様には多数お越しいただきありがとうございまし
た。報道発表では750名の観客数ということで、大盛
況で終わらせていただきました。

最前列に鷲田会員
上山会員と
冨士根会員は席が
離れていてお写真
撮れず・・・
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4つのテスト ①真実かどうか ②みんなに公平か ③好意と友情を深めるか ④みんなのためになるかどうか

「昨年度、 勝山市で[もりのこみち かつやま」とい
う任意団体を立ち上げた大久保と申します。どうぞよろ
しくお願いいたします。今日は私がなぜ自伐型林業にた
どり着いたのかと、日本での生活ではかけ離れてしまっ
た山との関わり、私が今後どうしていきたいかについて
話をしたいと思っています。
私は2022年に自伐型林業というものを始めました。実

際自伐型林業に出会う前は全然関係のないところで生き
てきました。 北九州の外国語学部を卒業して、福岡で日
本語教師、青年海外協力隊で中国に2年半、勝山に戻って
きてからは英語の常勤、非常勤講師、特別支援教育支援
員、中国語講師、去年の3月までは勝山市の教育委員とし
て会議に参加、民泊の通訳など同時進行で人から頼まれ
て自分ができるなと思ったことはさせてもらうようにし
てきました。

ターニングポイントが2019年にあり、環境活動家の谷
口貴久さんと社会活動家の藤原ひろのぶさんが勝山市で
講演会を開かれました。今地球上で起こっている問題や
社会問題についての話を聞くことができ、自分の生活を
見直すきっかけになり、勝山の豊かな自然を、子どもた
ち、そのまた子どもたちにも残したいという思いが強く
なりました。

そこから私が目指したのは、地球と体に優しい生活で
す。具体的には、自然素材のものを選ぶ。身の回りで手
に入るものを使う。自分で作れるものは作る。すでにあ
るものを大切にする。エネルギーやものを循環させる。
ごみを減らす。これを自分の軸に置いて生活するように
なりました。

蜜蝋ラップをご存じですか。ミツバチが巣を作る時に
体から出すものを染み込ませたラップで、洗って何回も
繰り返し使えるものを作るようになり、友達に配るうち
にワークショップを開いたりマルシェで販売したりする
ようになりました。我が家ではかれこれ5年ぐらい普通の
ラップは存在していなくて使わなくても生活できるとい
うことが今わかっています。
その他にもゴミを減らすというとこ

ろで、生ゴミを減らしたいと思うよ
うになり、生ゴミコンポストのキエ
ーロというものに出会いました。四
角い木の箱で、上からお日様の光が
入る透明の蓋がついていて、ここ5年私の家では生ゴミは
ほとんどゴミの袋に入れずにすんでいるので3週間に1回
ぐらいのゴミ出しですんでいます。小指1本で持ち上げら
れるくらい軽いです。生ゴミは箱の中で分解されて、土
の量は増えずに畑でも使えるようなリン酸カリたっぷり
のいい土になっていっています。
エネルギーということで太陽光パネル・ソーラークッ

カーを使ったり、プラスチックを減らしたいというとこ
ろで、スーパーのプラスチックが気になり始めて、畑で
野菜作りやきのこ作り、自然農法の講座も受講しに行き
ました。そこで、次のターニングポイントと出会うこと
になります。
自然農法の講座で出会った人は、自伐型林業という言

葉を教えてくれました。自伐型林業の女性フォーラムが
2022年の6月11日開かれ、全国から福井市へ女性30人が集
まりました。こんなに全国で活躍してる女性がいること

を初めて知り、私は人生で初めてユンボを操作しました。
すごく楽しくて私でも運転することができるものなんだ
というのが心に残りました。
自伐型林業の好きなところは

 ●山の環境を整えながら、自然の中で活動ができる
（自然の中では、日々色んな発見があっておもしろい）
●木や石など、山にある材料で道づくりが可能
●作った道が壊れにくく、草刈りもほぼ必要ない
●木材や薪が手に入る
●土中環境、生物多様性にも配慮している
●自伐型林業に携わる人たちが優しい
わたしが目指してきた生き方と繋がっている、面白い

と思って足を踏み入れることになりました。

2022年に友達の団体に入れてもらって、福井市野波町
で活動しました。福井県の補助金をもらい自伐型林業50
日研修に参加、チェーンソーの使い方、ユンボの操縦、
刈払機について習いました。
その後、勝山市で活動したいと思うようになり、任意

団体「もりのこみち かつやま」を設立しました。勝山
市にも話を聞いていただいて自伐型林業を応援する補助
金というものを今年度作っていただきました。
今年8月11日に実際にユンボを借りて、北郷町で施業ス

タートすることができました。
今後の展望ですが、まずは楽しいことがいっぱいの山

作り、遊べる場所が作れるといいなと思っています。
私が初めて出会った山主さんの為の尺八の練習場所、

ブランコ、スラックライン、ツリークライミング、マウ
ンテンバイクで遊べる場所ができたらいいなと思ってい
ます。今はまだ目の前のことでいっぱいです。講座を開
いたり、お茶会をしたりイベントをやって楽しいことが
できたらなと思っています。
そして市内のプレイヤーを増やしたいです。実際山の

木を売ってもそんなお金にならないと山主さんたちは
思っています。それでもプレイヤーを増やさないと、私
の次の人たちを見つけないと、勝山の綺麗な自然を残す
ことはできないと思うのです。
そのためには、楽しくやってるんだよっていう活動を

発信して、イベントで人を呼んで講習も開催して持続的
な森林管理を可能にしたいと思っています
そして山から出てくるエネルギーや資源、薪や、キノ

コ、キノコを作る原木をもうちょっと活用してもいいん
じゃないかと思っています。
そういうことをする中で、ビジネスとして成り立つ形

を私がモデルとして作れれば、もしかすると次に繋がる
人が出てくるんじゃないかと思っています。

日々、自然とともに山にあるものを活用して丁寧に暮
らしていき、山に関わる人が増えることで、自然を意識
して生きる人が多くなり、災害に強い山が全国に広がる
といいなと思っています。
山の中を歩くことは足腰にもいいし、自然の中にいる

のは体にもいいと思います。研修で出会った仲間たちと
40年後も楽しく笑い合えるといいなと思っています。

自伐型林業にたどり着く
もりのこみち かつやま 大久保 千恵 氏

ゲスト卓話
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